
（（仮称仮称））あきる野市産業振興基本条例の制定はあきる野市産業振興基本条例の制定は
意向調査を評価分析し他市の例も研究したい意向調査を評価分析し他市の例も研究したい

問　

あ
き
る
野
市
の
産
業
振
興

に
つ
い
て

�　

平
成　

年　

月　

日
に
「
イ

１９

１１

２３

オ
ン
モ
ー
ル
日
の
出
」
が
オ
ー

プ
ン
し
、
そ
の
対
策
と
し
て
秋

川
駅
北
口
地
区
の
対
応
を
模
索

し
て
い
る
が
、
そ
の
進
捗
状
況

は
？

�　

中
央
図
書
館
北
側
の
立
体

駐
車
場
に
つ
い
て

　

ア
�
現
在
の
利
用
状
況
は
？

　

イ
�
中
央
図
書
館
及
び
キ
ラ

．．

　

ラ
ホ
ー
ル
以
外
の
利
用
者
の

　

実
態
と
今
後
の
対
応
は
？

�　

仮
称
「
あ
き
る
野
市
産
業

振
興
基
本
条
例
」
の
制
定
に
向

け
て
庁
内
で
検
討
会
議
を
設
置

し
、
検
討
資
料
の
作
成
ま
で
こ

ぎ
つ
け
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗

状
況
は
？

環
境
経
済
部
長

�　

商
工
会
を
中
心
と
し
た
基

本
構
想
策
定
事
業
委
員
会
を
設

置
し
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
本
委
員
会
で
は
、　

年
２０

３
月
ま
で
に
、
事
業
者
、
商
工

会
及
び
行
政
等
が
行
う
べ
き
振

興
策
の
報
告
書
を
ま
と
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

社
会
教
育
部
長

�
ア
�
一
日
あ
た
り
に
す
る
と

　

３
０
７
台
と
な
る
。

　

イ
�
利
用
者
の
実
態
把
握
は

　

困
難
で
あ
る
。
今
後
、
一
定

　

時
間
を
越
え
る
利
用
は
有
料

　

化
を
含
め
、
検
討
し
た
い
。

環
境
経
済
部
長

�　

ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で
意
向

調
査
を
実
施
し
、
評
価
分
析
を

行
っ
た
。
ま
た
、
実
効
性
、
即

効
性
の
施
策
の
展
開
が
有
益
で

あ
る
こ
と
か
ら
秋
川
駅
前
に
シ

ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
を
立
て
た
。
更

に
、
他
市
の
例
も
研
究
し
た
い
。

．．

市倉 理男市倉　理男
議員議員

秋川駅北口商店街

新
指
導
要
領
の
改
訂
さ
れ
る
理
由
は

新
指
導
要
領
の
改
訂
さ
れ
る
理
由
は

知
識
・
技
能
や
考
え
る
力
の
育
成

知
識
・
技
能
や
考
え
る
力
の
育
成

問　

本
市
の
学
校
教
育
に
つ
い

て
　

平
成　

年　

月
に
文
部
科
学

１９

１０

大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
中
央

教
育
審
議
会
か
ら
、
次
の
学
習

指
導
要
領
の
改
訂
の
中
間
の
ま

と
め
が
発
表
さ
れ
た
。
中
央
教

育
審
議
会
で
は
、　

年
１
月
に

２０

答
申
を
ま
と
め
、
今
年
度
中
に

文
部
科
学
省
は
改
訂
を
行
い
、

早
け
れ
ば
新
指
導
要
領
は　

年
２３

度
か
ら
実
施
さ
れ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
本
市
の
学
校
教
育
に

も
大
き
な
影
響
が
予
想
さ
れ
る

の
で
以
下
伺
う
。

�　

改
訂
さ
れ
る
内
容
は
。

�　

そ
の
理
由
と
背
景
は
何
か
。

�　

「
生
き
る
力
の
育
成
」
の

理
念
は
引
き
続
き
継
承
さ
れ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
理
由
は

何
か
。

指
導
担
当
参
事

�　

「
改
正
教
育
基
本
法
等
を

踏
ま
え
た
学
習
指
導
要
領
改
訂
」

「
生
き
る
力
と
い
う
理
念
の
共

有
」
「
基
礎
的
・
基
本
的
な
知

識
・
技
能
の
習
得
」
「
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育

成
」
「
確
か
な
学
力
を
確
立
す

る
た
め
の
費
用
と
時
間
の
確
保
」

「
学
習
意
欲
の
向
上
や
学
習
習

慣
の
確
立
」
「
豊
か
な
心
や
健

や
か
な
体
の
育
成
指
導
の
充

実
」
以
上
の
７
点
で
あ
る
。

�　

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・

技
能
の
育
成
と
自
ら
学
び
考
え

る
力
の
育
成
を
総
合
的
に
育
成

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

�　

現
代
は
、
知
識
基
盤
社
会

で
あ
り
、
課
題
を
見
出
し
解
決

す
る
力
、
知
識
・
技
能
の
生
涯

に
わ
た
る
学
習
等
、
変
化
に
対

応
す
る
た
め
の
能
力
な
ど
「
生

き
る
力
」
が
目
指
す
能
力
が
、

一
層
求
め
ら
れ
る
状
況
に
あ
る

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

町
田

匡
志

町
田　

匡
志

議
員
議
員

未来を築く青少年健全育成あきる野市大会



地
域
力
の
強
化
と
は

地
域
力
の
強
化
と
は

市
民
自
ら
関
心
や
意
識
を
持
ち
支
え
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み

市
民
自
ら
関
心
や
意
識
を
持
ち
支
え
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み

石石 

井

仁

井　

仁
議
員
議
員

多摩産材の利用促進活動は多摩産材の利用促進活動は
公共事業への利用促進・家づくりの普及に取り組んでいる公共事業への利用促進・家づくりの普及に取り組んでいる

問　

多
摩
産
材
の
活
用
に
つ
い

て
　

当
市
は
、
約　

％
と
い
う
大

６２

半
を
森
林
面
積
で
占
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
資
源
を
有
効
活
用
し
、

林
業
の
再
生
と
共
に
森
林
資
源

の
健
全
化
を
図
る
こ
と
が
急
務

で
あ
る
。
市
も
一
次
産
業
で
あ

る
林
業
を
始
め
、
木
材
業
界
が

も
っ
と
も
地
域
に
根
付
い
た
地

域
産
業
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し

た
う
え
で
、
以
下
に
つ
い
て
伺

う
。

�　

都
内
の
様
々
な
行
政
へ
の

利
用
促
進
活
動
に
つ
い
て
、
積

極
的
に
行
な
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

�　

市
と
し
て
も
、
更
な
る
取

り
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

市
長

�　

地
域
の
経
済
力
を
高
め
る

う
え
で
重
要
な
課
題
に
林
業
の

振
興
が
あ
る
。
多
摩
産
材
の
活

用
と
森
林
整
備
へ
の
支
援
を
今

後
も
訴
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
東
京
都
を
始
め
森
林

を
抱
え
る
西
多
摩
の
市
町
村
、

東
京
都
森
林
組
合
な
ど
で
構
成

す
る
協
議
会
等
が
公
共
事
業
へ

の
利
用
促
進
と
家
づ
く
り
の
普

及
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
外

へ
の
流
通
に
お
い
て
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

�　

多
摩
地
域
材
利
用
促
進
連

絡
会
等
を
通
じ
て
、
公
共
工
事

へ
の
地
元
産
材
使
用
の
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
こ

の
協
議
会
等
に
よ
り
、
市
内
外

に
普
及
啓
発
活
動
を
行
う
。

堀江 武史堀江　武史
議員議員

あきる野市中央図書館で活用されている多摩産材

企
画
財
政
部
長

�　

市
民
自
ら
が
日
常
に
お
い

て
消
防
、
防
犯
・
防
災
に
対
す

る
関
心
や
意
識
を
持
ち
、
地
域

力
に
よ
り
お
互
い
に
支
え
あ
え

る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
構

築
し
た
い
。
ま
た
、
条
例
制
定

は
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
市
民
と
の
合
意
形
成

が
整
っ
た
時
点
で
検
討
す
る
。

　

他
に
、
い
じ
め
の
現
状
及
び

そ
の
対
策
と
成
果
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

問　

あ
き
る
野
市
の
「
財
政
状

況
」
と
「
地
域
力
の
強
化
」
に

つ
い
て

　

合
併
に
よ
る
新
市
建
設
計
画

は
、
平
成　

年
度
を
も
っ
て
終

１８

了
し
た
。
そ
こ
で
、
計
画
の
総

仕
上
げ
と
し
て
の
新
市
長
の
基

本
的
な
考
え
を
伺
う
。

�　

新
市
長
と
し
て
、
「
財
政

状
況
」
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
た
か
。

�　

所
信
表
明
で
述
べ
ら
れ
た
、

三
つ
の
方
針
の
一
つ
で
あ
る
「
地

域
力
の
強
化
」
と
（
仮
称
）
あ

き
る
野
市
自
治
基
本
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長

�　

平
成　

年
度
の
決
算
に
お

１８

け
る
財
政
力
指
数
、
公
債
費
比

率
、
実
質
公
債
費
比
率
の
各
指

数
を
含
め
て
、
国
や
東
京
都
か

ら
財
政
的
制
限
を
受
け
る
よ
う

な
水
準
に
は
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。
経
常
収
支
比
率
の
改
善

等
の
課
題
が
あ
る
が
、
行
財
政

改
革
を
進
め
、
地
方
債
な
ど
の

債
務
残
高
に
関
し
て
は
、　

年
１９

度
末
を
ピ
ー
ク
に
改
善
し
て
い

く
。

地域防災訓練・ＡＥＤの使い方講習



土
地
開
発
公
社
保
有
地
に
集
合
住
宅
を

土
地
開
発
公
社
保
有
地
に
集
合
住
宅
を

市
営
住
宅
が
老
朽
化
し
て
い
る
の
で
検
討
し
た
い

市
営
住
宅
が
老
朽
化
し
て
い
る
の
で
検
討
し
た
い

影影 

山

保

山　

保
議
員
議
員

放課後子どもプランの実施は放課後子どもプランの実施は
小学校区で総合的な放課後対策を実施する小学校区で総合的な放課後対策を実施する

問　

こ
ど
も
を
生
み
育
て
や
す

い
社
会
に
す
る
た
め
に

�　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）

の
推
進
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

�　

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
の

実
施
に
つ
い
て
取
り
組
み
状
況

を
伺
う
。

�　

保
育
園
の
待
機
児
童
の
解

消
に
つ
い
て
伺
う
。

�　

小
・
中
学
校
の
校
庭
の
芝

生
化
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

�　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
設
置
に
つ
い
て
見
解
を

伺
う
。

子
育
て
支
援
・
児
童
担
当
参
事

�　

男
女
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ

る
人
に
と
っ
て
、
仕
事
と
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
な
生
活
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

社
会
教
育
部
長

�　

平
成　

年
度
中
に
２
つ
の

１９

小
学
校
区
で
モ
デ
ル
事
業
を
実

施
す
る
。
今
後
、
事
業
の
実
施

を
通
じ
て
、
成
果
を
検
証
し
、

当
市
の
総
合
的
な
放
課
後
対
策

の
推
進
を
図
っ
て
行
く
。

子
育
て
支
援
・
児
童
担
当
参
事

�　

各
保
育
園
に
よ
る
定
員
の

弾
力
化
の
運
用
を
図
り
、
入
所

定
員
の
拡
大
を
行
な
う
。

学
校
教
育
部
長

�　

校
庭
の
使
用
制
限
な
ど
多

く
の
課
題
が
あ
り
、
先
進
事
例

等
を
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

社
会
教
育
部
長

�　

現
在
、
体
育
指
導
委
員
会

で
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
勉
強
会
を
行
っ
て
お
り
、

早
い
時
期
に
設
立
で
き
る
よ
う

に
研
究
を
進
め
て
い
る
。

畠中 克賢畠中　克賢
議員議員

放課後元気に遊ぶ子どもたち（草花小学校校庭）

代
の
も
の
が
、
面
積
で
は
約　
８５

％
、
金
額
で
は
約　

％
残
っ
て

４５

お
り
、
あ
き
る
野
市
の
行
財
政

運
営
の
重
荷
と
な
っ
て
い
る
。

市
長
は
迷
惑
を
か
け
て
き
た
と

思
っ
て
反
省
し
て
い
る
か
。

�　

健
全
化
計
画
を
進
め
る
う

え
で
、
土
地
開
発
公
社
保
有
地

の
有
効
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
当
市
に
は
、
建
て
替
え
計

画
の
あ
る
木
造
の
市
営
住
宅
が

９
団
地
あ
る
。
入
居
者
の
合
意

の
も
と
住
環
境
が
良
い
草
花
小

学
校
西
側
の
土
地
開
発
公
社
保

有
地
（
約
３
千
４
百
坪
）
に
集

合
住
宅
の
建
設
で
、
健
全
化
計

画
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

�　

旧
秋
川
市
時
代
の
構
想
は
、

今
日
見
る
限
り
反
省
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
、
当
市
が
新
た
な　

世
紀

２１

の
環
境
都
市
と
し
て
発
展
で
き

る
た
め
に
、
保
有
地
を
ど
う
使

っ
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
真
剣

に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

�　

市
営
住
宅
が
老
朽
化
し
、

建
て
替
え
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
状
況
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
検
討
も
踏
ま
え
て
、
十
分
検

討
す
る
に
値
す
る
と
考
え
て
い

る
。

問　

土
地
開
発
公
社
保
有
地
の

有
効
活
用
で
健
全
化
を

�　

現
在
、
土
地
開
発
公
社
保

有
地
の
面
積
は
、
約　

万
３
５

２３

４
４
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
資

産
金
額
で
は
約　

億
６
千
万
円

７５

あ
る
。
そ
の
う
ち
旧
秋
川
市
時

草花小学校隣接の土地開発公社保有地



何が目的で出馬を決意したか何が目的で出馬を決意したか
合併後の仕上げは課せられた使命である合併後の仕上げは課せられた使命である

風
会
、
政
和
会
及
び
外
の
議
員

と
の　

名
で
、
東
京
都
議
会
議

１５

員
選
挙
で
は
、
西
多
摩
と
東
京

都
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
躍

し
て
頂
く
よ
う
選
挙
活
動
を
行

っ
た
。
任
期
半
ば
で
議
員
の
職

を
放
棄
す
る
こ
と
は
選
挙
区
住

民
を
裏
切
る
こ
と
だ
。
ぜ
ひ
続

け
て
ほ
し
い
と
言
う
要
望
書
を

出
し
た
。
ど
う
受
け
止
め
た
の

か
伺
う
。

�　

田
中
前
市
長
と
の
会
談
で

出
馬
を
決
め
た
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
何
が
目
的
で
出
馬
を
決

意
し
た
の
か
伺
う
。

市
長

�　
　

名
の
署
名
も
あ
り
、
こ

１５

の
こ
と
は
重
い
こ
と
だ
と
受
け

止
め
て
い
る
。

�　

私
は
あ
き
る
野
市
政
に
強

い
思
い
が
あ
る
。
田
中
市
長
と

と
も
に
行
っ
た
秋
川
市
と
五
日

市
町
の
合
併
で
あ
り
、
こ
の
仕

上
げ
に
つ
い
て
は
、
私
に
課
せ

ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
の
結
論

に
至
り
、
出
馬
を
決
意
し
た
し

だ
い
で
あ
る
。

問　

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い

て�　

市
長
選
挙
の
出
馬
に
つ
い

て
、
平
成　

年
８
月
７
日
に
清

１９

風
会
及
び
外
の
議
員
と
の
９
名

で
、
東
京
都
政
と
地
域
を
結
ぶ

東
京
都
議
会
議
員
の
責
任
は
重

い
と
し
、
も
し
立
候
補
す
れ
ば

党
の
役
職
は
辞
任
す
る
覚
悟
だ

と
言
う
強
い
意
見
を
申
し
上
げ

た
。
ま
た
、
８
月　

日
に
は
清

１５

御手洗 武御手洗　武
議員議員

昨年の市長選挙戦

傍聴席はみなさん

を待っています。

お気軽にどうぞ�

先着順（一般３９席・

車イス２席・記者

５席）

議場の議場の
雰囲気を雰囲気を
目と耳で目と耳で
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に
活
か
し
ま
す

まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

ま
ち
づ
く
り

　平成１９年１０月から１１月にかけて総務・環境建設・福祉文教の各常任委員
会がそれぞれ行政視察を行い、今定例会最終日に視察報告がありましたの
で、視察内容の要旨をお知らせします。

期
日　

平
成　

年　

月　

日

１９

１０

３１

視
察
地　

静
岡
県
富
士
市
消
防

防
災
庁
舎

視
察
事
項　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
な
ど
の
危
機
管
理
に
つ

い
て

調
査
概
要　

富
士
市
は
、
静
岡

県
の
東
部
で
富
士
山
の
南
側
の

静岡県富士市 総務委員会

富士市消防防災庁舎

麓
に
位
置
し
て
い
る
。
駿
河
湾

に
面
し
、
東
海
地
震
の
震
源
に

も
近
く
、
地
理
的
、
気
象
学
的

に
も
防
災
意
識
が
高
い
地
域
（
市
）

で
あ
る
と
言
え
る
。

　

市
で
は
、
地
震
、
富
士
山
（
活

火
山
）
の
活
動
、
河
川
の 
氾  
濫 

は
ん 

ら
ん

等
の
防
災
に
、
市
独
自
の
消
防

防
災
庁
舎
（
免
震
構
造
）
を
建

設
（
地
下
１
階
、
地
上
７
階
、

最
上
階
の
機
械
室
）
し
て
対
応

し
て
い
る
。
地
域
を
４
つ
に
分

け
、
土
石
流
、
が
け
崩
れ
に
対

す
る
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
ま

た
、
富
士
川
、 
潤  
井  
川 
に
つ
い

う
る 

い 

が
わ

て
は
専
用
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
注
意
点
や

避
難
所
を
周
知
し
て
い
る
。
消

防
防
災
庁
舎
に
は
通
信
指
令
シ

ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、

１
１
９
番
通
報
の
受
信
か
ら
出

動
ま
で
の
緊
急
業
務
に
お
い
て
、

災
害
発
生
場
所
の
確
定
、
出
動

車
輌
の
自
動
編
成
、
各
種
車
輌

へ
の
出
動
指
令
の
自
動
化
（
予

告
指
令
も
含
む
）
を
実
現
し
、

出
動
時
間
の
短
縮
に
貢
献
し
て

い
る
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
、
市

民
・
小
学
生
な
ど
の
見
学
を
受

け
入
れ
、
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に

バ
ー
チ
ャ
ル
マ
ス
コ
ッ
ト
を
登

場
さ
せ
会
話
が
で
き
る
仕
組
み

も
作
っ
て
あ
り
、
遊
び
感
覚
で

防
災
の
仕
事
や
消
防
の
仕
事
を

紹
介
し
て
い
た
。

視
察
を
終
え
て　

あ
き
る
野
市

に
あ
て
は
め
て
考
え
て
み
る
と
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
き
め
細
か

さ
や
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
つ
い
て
は
、

あ
き
る
野
市
と
し
て
工
夫
で
き

る
と
思
っ
た
。
今
、
世
界
中
が

温
暖
化
の
影
響
の
た
め
か
異
常

気
象
が
増
加
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
る
が
、
そ
の
結
果
、 
未  
曽 

み 

ぞ

 
有 
の
水
害
等
の
発
生
も
懸
念
さ

うれ
て
い
る
。
今
後
の
防
災
行
政

に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

他
に
、
静
岡
県
御
前
崎
市
の

「
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
防

災
管
理
の
現
状
」
に
つ
い
て
、

中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所

を
視
察
し
た
。



期
日　

平
成　

年　

月　

日

１９

１１

１３

視
察
地　

愛
知
県
豊
田
市　

農

ラ
イ
フ
創
生
セ
ン
タ
ー

視
察
事
項　

定
年
退
職
者
に
よ

る
遊
休
農
地
の
活
用
に
つ
い
て

調
査
概
要　

豊
田
市
は
、
面
積

約
９
１
８
�
、
人
口
約　

万
人

４２

で
、
ク
ル
マ
の
ま
ち
で
も
あ
り
、

市
域
が
何
ら
か
の
形
で
ク
ル
マ

に
関
わ
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
農
業
関
連
で

は
、
高
齢
化
と
、
古
く
か
ら
工

業
労
働
力
に
農
業
労
働
力
が
吸

収
さ
れ
た
経
過
も
あ
り
、
耕
作

放
棄
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

年
度
か
ら
は
、
多
数
の
団
塊

２０世
代
の
退
職
者
が
到
来
す
る
こ

と
か
ら
、
定
年
退
職
者
を
新
た

な
農
業
の
担
い
手
と
し
て
育
成

し
、
「
生
き
が
い
型
農
業
」
の

実
践
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
遊

休
農
地
活
用
の
推
進
と
高
齢
者

の
生
き
が
い
作
り
を
進
め
る
上

で
『
農
ラ
イ
フ
創
設
特
区
』
を

構
築
し
た
。
平
成　

年
度
か
ら

１３

平
成　

年
度
に
、
新
た
な
担
い

１５

手
の
発
掘
、
育
成
シ
ス
テ
ム
の

検
討
、特
区
の
要
望
・
検
討
会
・

認
定
申
請
等
、
営
農
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置
場
所
の
地
権
者
協
議
、

研
修
生
募
集
等
を
経
て
、
平
成

　

年
度
に
は
、
農
ラ
イ
フ
創
生

１６セ
ン
タ
ー
を
開
所
し
た
。
事
業

主
体
は
、
市
と
農
業
協
同
組
合
、

予
算
は
市
が
全
額
負
担
、
施
設

規
模
は
、
面
積
約
３
２
５
�
・

研
修
農
場
約
２
万
５
千
�
で
、

他
に
研
修
所
が
２
か
所
あ
る
。

事
業
内
容
と
し
て
は
、
農
作
物

栽
培
技
術
研
修
、
農
地
・
農
家

の
仲
介
、
開
発
・
研
究
が
あ
る
。

視
察
を
終
え
て　

こ
の
町
の
人

た
ち
は
先
見
の
明
が
あ
り
、
実

行
す
る
粘
り
強
さ
が
あ
る
と
思

っ
た
。
自
動
車
工
場
や
関
連
企

業
で
働
く
、
多
く
の
従
業
員
が

退
職
を
迎
え
る
前
に
、
農
業
に

対
す
る
「
新
た
な
担
い
手
発

期
日　

平
成　

年　

月
６
日

１９

１１

視
察
地　

長
野
県
佐
久
市

視
察
事
項　

健
康
施
策
に
つ
い

て
（
保
健
補
導
員
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
）

調
査
概
要　

佐
久
市
は
、
面
積

約
４
２
３
�
の　

万
都
市
で
、

１０

長
野
県
東
部
に
あ
る
。

　

今
回
視
察
し
た
保
健
補
導
員

の
取
り
組
み
つ
い
て
は
、
昭
和

　

年
当
時
、
保
健
婦
が
孤
軍
奮

２０闘
し
て
い
る
姿
を
見
た
主
婦
た

ち
が
、
自
主
的
に
呼
び
か
け
、

自
分
た
ち
の
健
康
を
守
る
た
め

に
は
、
ま
ず
学
習
を
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
気
付
き
、
学
習
を

す
る
機
会
を
作
ろ
う
と
自
主
的

学
習
の
場
を
作
り
保
健
活
動
を

開
始
し
た
。
昭
和　

年
当
時
、

４６

保
健
婦
、
保
健
補
導
員
等
に
よ

っ
て
、
冬
季
室
温
基
礎
調
査
や

食
事
の
塩
分
濃
度
の
調
査
を
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
県
下

の
市
町
村
を
巻
き
込
み
、
保
健

補
導
員
等
の
組
織
化
が
促
進
さ

れ
、
そ
の
後
、
全
国
的
に
広
が

っ
た
。
保
健
補
導
員
の
活
動
は
、

住
民
の
健
康
生
活
推
進
の
た
め

の
問
題
発
見
者
、
地
域
の
健
康

管
理
の
担
い
手
、
保
健
福
祉
行

愛
知
県
豊
田
市

環
境
建
設
委
員
会

掘
・
育
成
シ
ス
テ
ム
」
の
検
討

を
開
始
し
、
団
塊
世
代
の
大
量

退
職
者
を
遊
休
農
地
の
再
生
と

農
業
の
担
い
手
づ
く
り
に
取
り

組
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事

業
は
市
民
、
行
政
側
の
将
来
を

見
据
え
た
事
業
と
言
え
る
。
今

後
の
農
業
行
政
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

他
に
、
愛
知
県
名
古
屋
市
大

須
商
店
街
連
盟
で
商
店
街
活
性

化
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

視
察
し
た
。

長野県佐久市 福祉文教委員会

佐久市役所

政
が
ス
ム
ー
ズ
に
ゆ
き
わ
た
る

た
め
の
協
力
者
、
保
健
師
等
業

務
の
良
き
理
解
者
・
協
力
者
と

な
る
こ
と
で
あ
る
。
任
期
は
２

年
で
「
自
分
た
ち
の
健
康
は
自

分
た
ち
で
つ
く
り
守
り
ま
し
ょ

う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
補
導
員

自
ら
学
び
、
自
分
の
家
庭
か
ら

地
域
に
広
げ
、
一
人
で
も
多
く

の
住
民
が
保
健
補
導
員
等
に
な

り
、
一
人
一
人
が
生
涯
に
わ
た

る
健
康
づ
く
り
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
る
。

視
察
を
終
え
て　

佐
久
市
の
福

祉
の
特
徴
と
し
て
は
、
若
夫
婦

の
生
活
支
援
に
力
を
入
れ
、
そ

の
一
つ
と
し
て
、
児
童
館
の
充

実
を
図
る
な
ど
の
施
策
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
街
か
ら

若
者
が
引
っ
越
し
て
く
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
若
者
と
お
年
寄

り
の
面
倒
を
見
る
こ
と
に
心
を

配
り
、
福
祉
の
街
づ
く
り
を
行

い
、
人
口
を
増
や
し
、
健
康
づ

く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

医
療
機
関
も
自
治
体
、
地
域
と

一
体
と
な
っ
て
積
極
的
に
取
り

組
み
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
と
感
じ
た
。
今
後
の
福

祉
行
政
に
活
か
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。

　　

他
に
、
健
康
長
寿
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
視
察
し
た
。

豊田市農ライフ創生センター


